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いので.標準化に適していると思われる.しかし,国内

では ま職 の治療域が決まっていないという課題も残さ

れている.現場としては,国内での経口抗凝固療法のコ

ソトロ-ルは TT (%)でもかまわないと感じた.しか

し.国際的な標準化にむけて,国内でもPT (INR)杏

とり入れることが望ましい.当院でもコソトロ-ルに周

いていきたい.

3)急性期くも膜下出血患者における凝血学的

検討
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【目的】急性期くも膜 ド出血患者を凝血学的に検討し.

神経学的重症度.Cr蚤症度および予後との相関に-I)い
て考察すること.【対象】4年間に入院したくも膜下出

血患者206人 (男84人.女 122人)を対象上した,【方

法】(手 入院時に神経学的重症度 (Hunt&Kosnikl'I
潔),およびCT重症度を評価し,凝固線溶検査を施行
した.㊥ 急性期手術を原則とし,予後は発症 31T-月経

iこ判定 した.【結果】LP 入院時(:T)神経学的重症度の程度

と凍固系の賦活 (Thrombin-antithrombinⅢcomplex

(TATl値の.L昇)の程度および線溶系LT)賦活 (plasmin-

α2-antiplasmincomplex,FDP,lH imer値の上昇)の

程度と有意に正の相関を示した.(かC'r 上のくも膜 ド

出血の程度と凝固薬,線溶系の統括の程度は有意に正の

相関を示した.③ 脳内または脳室内出血の合併例は,

非合併例に比して凝固系,線溶系の賦活の程度が有意をこ

強かった.④ 予後の義症慶と凝固薬,線溶系の賦活の

程度は有意に正の相関を示した.(訂TAT が 50ng:･ml

以下の患者はすべて予後良好 艦xce王lent,G∝d又はF由r)

で 250ng.･mi 上｣｣二ではすべて予後不良 (Ponr叉は Ikadl

であ一､た.⑥ GradeⅣおよび GradeVでは,予後不

良群は良好群に比べ TAT が有意に高値であった.②

血小板凝集能は,重症度や予後とは有意な相関を示さな

みならず線溶系も耽活されていた.② 賦活の程度は,

神経学的盈症渡すCT盈症度および予後と相関 した.③
特に TAT 血中濃度は予後と良く相関 し,入院時に予

後が予測できる可能性が示唆された.

逢)商標法を用いた血小板凝集抑制 システムの

検討
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田的 :今回凝集能検査をこ凝集商務のファタナターを加え

た薬効解析システムをこつき検討した.対象 :正常入14例,

抗血小板剤投与前患者8ニ潤1.7スビりン (̂ Ŝ )服用

者42例,+ウロビrン (fl'pl))服用者 110例 ASA +

TPl)服用者61例.方法 :CitratedPRPLplt3Oxl()･l
/.Llliこおける Al)Pl,10ILM.Collagen2.5/唱mlの

各2濃度の准繁ベターーンを解析しADP,Collagerlを

1-9までの判定!7うてとしで検討した.結果 :判定 '7

ラスをこよる薬剤投与塵の変更は予クラス9棚7までの場

合薬効不 卜分LLL.それぞれ AI二)Pの結果か吊よTm)

を増農し.Collagenの結果か1､)は ASA増量とした.

クラス6-4の場合薬剤投与慶の変更は行わず,クラス

3-1の場合はそれぞれの薬剤を渡象または中止とした.

まとめ :奉測定法は抗血小板剤の選定および,薬剤投与

量の決意や出血などの合併症の予防,薬剤効果の標準化

にも有用し.十考えr-,1,Lる.

5) レ-ザ-散乱粒子計測法をこよる血小板凝集
能の測定
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【日的】新しく開発された l:)A-10Oは.し-サー-光を

血小板凝幾塊をこ照射しそこから発する散乱光を測定する

もLT)で,凍祭塊L')大小や数を定最的.経時的に測定でき

る,寒塵の機能を解介し,正常入,および虚血性脳疾患

の成鱗を報告する.

【対象と方法】正常人として ト∴リツ20例 (A群1.虚血

性脳疾患の抗血小板剤非使用43例 (B群1,抗血小板剤

使用40例 (C群)について Epinephrine1.LEM による

最大S聴解塊赦 しS-max).面積 (S-･S).最大L凝集塊

敬 (L-max),両横 (LIS),長大聴解率 (T)を測定し.

ADP1/LM および自然凝集についても同様に測定した.

【結果とまとめ】

i. A群とB群では.ADPの L-max.L-S.自然凝

集の S-max,S-SでB群が高値を示した.


